
 
 

第１章 総則 

             【平成 19 年 4月】 

第 1 章 総則 

 
１ 基本事項 

本歩掛りは、国立の文教施設並びに独立行政法人、国立大学法人及び大学共同利用機関
法人が設置する文教施設の整備に係る工事の予定価格のもととなる工事費内訳明細書に計
上すべき当該工事費の積算に必要な複合単価を作成するために必要な単位工事当たりの材
料、労務、機械器具等の標準的な所要量として示すものである。 
なお、本歩掛りに規定していない事項は、「公共建築工事積算基準（統一基準）」及び「公

共建築工事標準単価積算基準（統一基準）」による。 
 
２ その他 

「その他」とは、下請経費及び小器材の損耗費等であり、表１に定める範囲とする。 
 

表１ 「その他」の標準 

 
 
 
 
 
 
 

電気設備工事

対 象 区 分 標 準

２．表中（材）は「材料費」、（労）は「労務費」、（雑）は「運搬費、 消耗材料費等」を示す。

備 考工事別

各種配管配線 (労＋はつり補修)×(10～20％)

ダクト工事機械設備工事

(注) １．改修工事においても上表を適用する。

(材＋労＋雑)×(8～15％)

桝（ため桝、インバート桝） (労)×(10～18％)

防爆構造設備 (労)×(12～20％)
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第２章 電気設備工事 

 
第１節 防爆構造設備 

表 1-1 フレキシブルフィッチング、ドレンフィッチング 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1-2 シーリングフィッチング 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長さ500mm，1000mmとも同じとする。
安全増，耐圧防爆とも同じとする。

(注)1.
2.

フ
レ
キ
シ
ブ
ル

フ
ィ
ッ
チ
ン
グ
本

１６ｍｍ
２２ｍｍ
２８ｍｍ
３６ｍｍ

細　　　目 摘　　要 単位

フレキシブルフィッチング
本 人

そ

の

他

名　称　数　量
ド

レ

ン
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ッ
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グ
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工
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３６ｍｍ
４２ｍｍ
５４ｍｍ
７０ｍｍ
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〃
〃
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0.052
0.069
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0.117
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0.060

１式こ

〃

単位摘要細　　　目
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ー

リ

ン

グ
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ン
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ド
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工

そ

の

他

〃

0.100

こ
1
1
1
1
1
1
1

５４ｍｍ
７０ｍｍ

〃
〃
〃

人
0.060
0.069

１６ｍｍ
２２ｍｍ
２８ｍｍ
３６ｍｍ
４２ｍｍ

0.078

１式

0.121
0.156
0.208〃

　縦形，自由形，ドレン形とも同じとする。

名　称　数　量

材料価格
×0.02

シーリングフィッチング
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表 1-3 防爆用ジャンクションボックス  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1-4 耐圧プルボックス 

 

そ

の

他

単位

名　称　数　量
防
爆
用
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
こ

電

工

雑

材

料
人

防爆用ジャンク
ションボックス

細　　　目 摘要

16mm～28mm 1～2方出
16mm～28mm　　3方出
16mm～28mm　　4方出
36mm～54mm 1～2方出
36mm～54mm　　3方出
36mm～54mm　　4方出

〃
〃

こ
〃
〃
〃

1
1
1

0.113
0.117
0.126

１式
材料価格
×0.02

1
1
1

0.117
0.126
0.134

１式

1

〃
〃
〃

0.347
0.521

170mm×200mm×203mm
260mm×285mm×250mm

1
1

１式耐圧プルボックス

1.304

0.478
0.478
0.608
0.347

1
1
1
1

440mm×260mm×360mm

こ
〃
〃
〃

200mm×225mm×100mm
220mm×245mm×143mm
330mm×340mm×160mm
155mm×170mm×165mm

細　　　目 摘要 単位

名　称　数　量
耐

圧

プ
ル
ボ
ッ

ク
ス

雑

材

料

電

工
こ 人

そ

の

他
１式

材料価格
×0.02
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第３章 機械設備工事 

 
第１節 排水設備 

表 １－１　水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管（ＳＧＰ－PB）

             （実験排水）ねじ接合

呼 び 径

３２Ａ 40 50 65 80 100

屋 内 一 般 配 管 ｍ 管 ｍ

継 手

接 合 材 等

支 持 金 物

配 管 工 人 0.151 0.166 0.208 0.271 0.307 0.401

は つ り 補 修

そ の 他

機械室・便所配管 ｍ 管 ｍ

継 手

接 合 材 等

支 持 金 物

配 管 工 人 0.181 0.199 0.250 0.325 0.368 0.481

は つ り 補 修

そ の 他

屋 外 配 管 ｍ 管 ｍ

（架空・暗渠内・共同 継 手

溝内） 接 合 材 等

支 持 金 物

配 管 工 人 0.136 0.149 0.187 0.244 0.276 0.361

は つ り 補 修

そ の 他

地 中 配 管 ｍ 管 ｍ

継 手

接 合 材 等

支 持 金 物

配 管 工 人 0.106 0.116 0.146 0.190 0.215 0.281

は つ り 補 修

そ の 他 １式

1.05

１式　（管単価×０．３３）

１式　（管単価×０．０５）

―

１式　（管単価×０．１５）

―

１式

―

１式

1.05

１式　（管単価×０．４３）

１式　（管単価×０．０５）

１式　（管単価×０．０５）

１式　（管単価×０．１５）

１式　（管単価×０．８６）

１式　（労務費×０．０８）

細 目
単
位

名 称
単
位

1.10

１式　（労務費×０．０８）

１式

1.10

１式　（管単価×０．６２）

１式　（管単価×０．０５）

１式　（管単価×０．１５）
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表 １－２　樹脂製インバート桝

［Ａタイプ］（基本単価）

１００－１５０ １００－２００ １５０－２００ ２００－３００ １００－３００ １００－３５０
Ｋ－９

インバート桝 個 1 1 1 1 1 1
ふ　　　　た 個 1 1 1 1 1 1
配   管   工 人 ０．０８３ ０．０９３ ０．１０３ ― ０．０８３ ０．１２３
特殊作業員 人 ― ― ― ０．０９３ ― ―
普通作業員 人 ― ― ― ０．１２３ ― ―
雑 　材 　料
そ　 の　 他
インバート桝 個 1 1 1 1 1 1

鋳鉄製防護ふた
(台座､内ふた含む) 個 １．１６ １．１７ １．１７ １．１２ １．１２ １．１２

砕　　　　石 ｍ3 ０．０５ ０．０６ ０．０６ ０．１０ ０．１０ ０．１０
残土処分 ｍ3 ０．０５ ０．０６ ０．０６ ０．１０ ０．１０ ０．１０

配   管   工 人 ０．０８３ ０．０９３ ０．１０３ ― ０．０８３ ０．１２３
特殊作業員 人 ０．１０９
普通作業員 人 ０．１３９
雑 　材 　料
そ　 の　 他

［Bタイプ］（基本単価）

１００－１５０ １００－２００ １５０－２００ ２００－３００ １００－３００ １００－３５０
Ｋ－９

インバート桝 個 1 1 1 1 1 1
ふ　　　　た 個 1 1 1 1 1 1
配   管   工 人 ０．１２３ ０．１３３ ０．１４３ ― ０．０９３ ０．１３３
特殊作業員 人 ― ― ― ０．１１３ ― ―
普通作業員 人 ― ― ― ０．１４３ ― ―
雑 　材 　料
そ　 の　 他
インバート桝 個 1 1 1 1 1 1

鋳鉄製防護ふた
(台座､内ふた含む) 個 １．１６ １．１７ １．１７ １．１２ １．１２ １．１２

砕　　　　石 ｍ3 ０．０５ ０．０６ ０．０６ ０．１０ ０．１０ ０．１０
残土処分 ｍ3 ０．０５ ０．０６ ０．０６ ０．１０ ０．１０ ０．１０

配   管   工 人 ０．１２３ ０．１３３ ０．１４３ ― ０．０９３ ０．１３３
特殊作業員 人 ０．１２９
普通作業員 人 ０．１５９
雑 　材 　料
そ　 の　 他

注）１．Ａタイプは、以下の桝とする。
　①排水管径が100～150の場合、流入管が１本又は２本の桝。但し、トラップ付及びドロップは、Ｂタイプとする。
　②排水管径が200の場合、流入管が１本の桝。
　Ｂタイプは、Ａタイプ以外のインバート桝とする。

注）２．各桝の管底の使用範囲は、以下のとおり
０．８ｍ以下
１．５ｍ以下
１．５ｍ以下
４．０ｍ以下
１．５ｍ以下
１．５ｍ以下

細目 単位 名　　称 単位

箇所

０．０１６

管径－桝径
硬質塩化ビニル製 ポリプロピレン製

Ｋ－７ Ｋ－８
ふ
た
付

(

Ｔ
２

)

防
護
ふ
た
付

(

Ｔ
８
・

Ｔ
１
４
・
Ｔ
２
５

)

箇所

１式（インバート桝×０．１５）
１式

０．０１６
０．０１６

０．０１６

１式（インバート桝×０．１５）
１式

細目 単位 名　　称 単位

管径－桝径
硬質塩化ビニル製 ポリプロピレン製

Ｋ－７ Ｋ－８
ふ
た
付

(

Ｔ
２

)

箇所

１式（インバート桝×０．１５）
１式

防
護
ふ
た
付

(

Ｔ
８
・

Ｔ
１
４
・
Ｔ
２
５

)
箇所

０．０１６ ０．０１６
０．０１６ ０．０１６

１式（インバート桝×０．１５）
１式

１００（管径）－１５０（桝径）（Ｋ－７　硬質塩化ビニル製）・・・
１００（管径）－２００（桝径）（Ｋ－７　硬質塩化ビニル製）・・・
１５０（管径）－２００（桝径）（Ｋ－７　硬質塩化ビニル製）・・・
２００（管径）－３００（桝径）（Ｋ－９　硬質塩化ビニル製）・・・
１００（管径）－３００（桝径）（Ｋ－８　　ポリプロピレン製）・・・
１００（管径）－３５０（桝径）（Ｋ－８　　ポリプロピレン製）・・・



 
 

第３章 機械設備工事 

             【平成 19 年 4月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 １－２　樹脂製インバート桝

［立上り部］（基礎単価）

１５０ ２００ ３００ ３００ ３５０
立上り部(VU部) 個 １．１０ １．１０ １．１０ １．１０ １．１０

配   管   工 人 ０．０２ ０．０２ ― ０．０２ ０．０２
特殊作業員 人 ― ― ０．０１ ― ―
普通作業員 人 ― ― ０．０１ ― ―
そ　 の　 他

塩ビ製ふた付 ｍ
防護ふた付 ｍ

注） １．立上り部の実長は、管底から控除長さを差し引いた長さとする。

細目 単位 名　　称 単位 ＶＵ管 ポリプロピレン製
桝径

立
上
り
部

ｍ

１式
備考：
控除長さ

０．１５
０．３０

０．１５
０．３０
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表 １－３　樹脂製ため桝

［Ａタイプ］（基本単価）

１００－１５０ １００－２００ １５０－２００ ２００－３００ 300 350
―

た　 め　 桝 個 1 1 1 1 1 1
接合材料 ― ― ― ―
ふ　　　　た 個 1 1 1 1 1 1
配   管   工 人 ０．０８３ ０．０９３ ０．１０３ ― ０．０８３ ０．０９３
特殊作業員 人 ― ― ― ０．０９３ ― ―
普通作業員 人 ― ― ― ０．１２３ ― ―
雑 　材 　料
そ　 の　 他
た　 め　 桝 個 1 1 1 1 1 1

鋳鉄製防護ふた
(台座､内ふた含む) 個 １．１６ １．１７ １．１７ １．１２ １．１２ １．１２

砕　　　　石 ｍ3 ０．０５ ０．０６ ０．０６ ０．１０ ０．１０ ０．１０
残土処分 ｍ3 ０．０５ ０．０６ ０．０６ ０．１０ ０．１０ ０．１０

配   管   工 人 ０．０８３ ０．０９３ ０．１０３ ― ０．０８３ ０．０９３
特殊作業員 人 ０．１０９
普通作業員 人 ０．１３９
雑 　材 　料
そ　 の　 他

［Bタイプ］（基本単価）

１００－１５０ １００－２００ １５０－２００ ２００－３００
―

た　 め　 桝 個 1 1 1 1
ふ　　　　た 個 1 1 1 1
配   管   工 人 ０．１２３ ０．１３３ ０．１４３ ―
特殊作業員 人 ― ― ― ０．１１３
普通作業員 人 ― ― ― ０．１４３
雑 　材 　料
そ　 の　 他
た　 め　 桝 個 1 1 1 1

鋳鉄製防護ふた
(台座､内ふた含む) 個 １．１６ １．１７ １．１７ １．１２

砕　　　　石 ｍ3 ０．０５ ０．０６ ０．０６ ０．１０
残土処分 ｍ3 ０．０５ ０．０６ ０．０６ ０．１０

配   管   工 人 ０．１２３ ０．１３３ ０．１４３ ―
特殊作業員 人 ０．１２９
普通作業員 人 ０．１５９
雑 　材 　料
そ　 の　 他

注）１．Ａタイプは、以下の桝とする。
　①排水管径が100～150の場合、流入管が１本又は２本の桝。但し、トラップ付及びドロップは、Ｂタイプとする。
　②排水管径が200の場合、流入管が１本の桝。 ③ポリプリピレン製の桝
　Ｂタイプは、Ａタイプ以外のインバート桝とする。

注）２．各桝の管底の使用範囲は、以下のとおり
０．８ｍ以下
１．５ｍ以下
１．５ｍ以下
４．０ｍ以下
１．５ｍ以下
１．５ｍ以下

管径－桝径 桝径

細目 単位 名　　称 単位 硬質塩化ビニル製 ポリプロピレン製

Ｋ－７ Ｋ－８

ふ
た
付

(

Ｔ
２

)

箇所

１式

１式（ため桝×０．４０）

１式（ため桝×０．１５） １式（ため桝×０．０５）

防
護
ふ
た
付

(

Ｔ
８
・

Ｔ
１
４
・
Ｔ
２
５

)

箇所

０．０１６ ０．０１６
０．０１６ ０．０１６

１式
１式（ため桝×０．１５） １式（ため桝×０．０５）

硬質塩化ビニル製

Ｋ－７

管径－桝径

細目 単位 名　　称 単位

ふ
た
付

(

Ｔ
２

)

箇所

１式（ため桝×０．１５）
１式

防
護
ふ
た
付

(

Ｔ
８
・

Ｔ
１
４
・
Ｔ
２
５

)

箇所

０．０１６
０．０１６
１式（ため桝×０．１５）

１式

１００（管径）－１５０（桝径）（Ｋ－７　硬質塩化ビニル製）・・・
１００（管径）－２００（桝径）（Ｋ－７　硬質塩化ビニル製）・・・
１５０（管径）－２００（桝径）（Ｋ－７　硬質塩化ビニル製）・・・
２００（管径）－３００（桝径）（　　　　　　　－　　　　　　　）・・・

３００（桝径） （Ｋ－８　　ポリプロピレン製）・・・
３５０（桝径） （Ｋ－８　　ポリプロピレン製）・・・
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表 １－３　樹脂製ため桝

［立上り部］（基礎単価）

１５０ ２００ ３００ ３００ ３５０
立上り部(VU部) 個 １．１０ １．１０ １．１０ １．１０ １．１０

配   管   工 人 ０．０２ ０．０２ ― ０．０２ ０．０２
特殊作業員 人 ― ― ０．０１ ― ―
普通作業員 人 ― ― ０．０１ ― ―
そ　 の　 他

塩ビ製ふた付 ｍ
防護ふた付 ｍ

注） １．立上り部の実長は、管底から控除長さを差し引いた長さとする。

細目 単位 名　　称 単位
桝径

ＶＵ管 ポリプロピレン製

立
上
り
部

ｍ

１式
備考：
控除長さ

０．１５ ０．１５
０．３０ ０．３０
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第２節 グラスウールダクト 
表 ２－１　グラスウール製ダクト

［グラスウール製長方形ダクト］

長方形
ダクト

［グラスウール製円形ダクト］

ﾀﾞｸﾄ用 接着剤 つ　り
ﾃｰﾌﾟ バンド

mm ｍ ｍ kg ｍ １式 人 １式
1.2 1.04 0.01 0.52 0.067
1.2 1.21 0.01 0.60 0.067
1.2 1.38 0.01 0.69 0.067
1.2 1.55 0.02 0.78 0.083
1.2 1.73 0.02 0.86 0.083
1.2 1.90 0.02 0.95 0.083
1.2 2.07 0.02 1.04 0.083

円 形 1.2 2.24 0.03 1.12 （材料費） 0.125
ダクト 1.2 2.42 0.03 1.21 ×０．１５ 0.125

1.2 2.76 0.03 1.38 0.166
1.2 3.11 0.03 1.55 0.166
1.2 3.45 0.04 1.73 0.166
1.2 3.80 0.04 1.90 0.250 ０．０５
1.2 4.14 0.05 2.07 0.250
1.2 4.50 0.05 2.25 0.250
1.2 4.84 0.05 2.42 0.250

１式

呼び径９

ダクト工 0.15 0.17
１式（材料費×０．０５）

―

呼び径９
５０×２５×５×０．５ｔ

座金９０φ

名　　　　称 規　格　・　寸　法

㎡

消耗品・雑材料
加工費
運搬費
その他

ｱﾙﾐﾆｳﾑﾃｰﾌﾟ　75mm幅 4.4
1.25

２５ｔ
補強なし 補強あり

0.750.62
0.16
88

― 2
0.70 0.75

0.1

１式
１式（（材＋消耗品・雑材料）×０．１０）

組
ｍ

人

本
ﾅｯﾄ
ﾎﾞﾙﾄ

単
位
㎡
ｍ
個
ｋｇ
ｋｇ
ｍ

0.42
0.42
0.42
0.42

0.42
0.42
0.42
0.42

0.50
0.50
0.50
0.42

0.50
0.50
0.50
0.500.37

0.37
0.37
0.37

0.31
0.37
0.37
0.37

0.31
0.31
0.31
0.31

0.31
0.31
0.31
0.31

材
　
　
　
料

グラスウールボード
ダクト用テープ

ステープル
接着剤

支持用棒鋼
支持用軽量形鋼
タイロッド補強材
タイロッド用棒鋼

細目
単
位

細目
単
位

ｍ

厚さ ｸﾞﾗｽｳｰ
ﾙﾀﾞ　ｸ　ﾄ

雑材料等
ダクト
口　径

ｍｍ
100

ﾀﾞｸﾄ工 運搬費 その他

25t

（
補
助
材
＋
雑
材
料
等

）
×

補助材
材料費

棒　鋼

kg

275
300

125
150
175
200
225
250

550
600
650

350
400
450
500
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